
 

 

 

 

人間関係の希薄な都市部において、地域での助け合いを広めるきっかけとして 

ふれあいの居場所は今後ますます重要になってきます。居場所の必要性を理解し、 

実践者と共に学び合い、ふれあいの居場所を広げましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあいの居場所」とは 

     地域に住む多世代の人々が、自由に参加でき、  

主体的に関わることにより、自分を生かしながら 

過ごせる場所のことです。そこでのふれあいが、

地域でお互いが助け合うきっかけをつくります。 
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11 � 11 日（�）1�����1���� 

 場所：東京都社会福祉保健医療研修センター 

  （文京区小日向 4-1-6） 

定員：３��人（参加無料） 

対�：行政�員�居場所に��をお�ちの� 

 

 

 

第１部 基調講演  

「東京砂漠をあたたかい地域に」 

 

    (財)さわやか福祉財� ��� 堀田 力 

第２部 パネルディスカッション 

 パネリスト 

島津禮子さん「ふらっとステーションドリーム」 

                    （横浜市戸塚区） 

  新部聖子さん「風まちサロン」（新宿区） 

  坂倉杏介さん「芝の家」    （港区） 

  安藤頌子さん「ふれあいの居場所ひびのさんち」 

                    （武蔵野市）  

コーディネーター 堀田 力 

 第３部 分科会 

  孤独死対策としての居場所について 

  カフェタイプの居場所について 

  大学との協働  

  行政や社会福祉協議会が支援するには  

第 4 �地域��シン���ム 



第 4 回地域ケアシンポジウム ふれあいの居場所普及サミット in 東京 

 

※当日分科会の参加者等、若干の変更がある場合がございます。予めご了承ください。 

交通のご案内 

●地下鉄丸の内線「茗荷谷」駅下車 徒歩約８分  

●都バス０２系統「小石川四丁目」バス停下車すぐ 

※研修所には駐車場がございません。お車の利用は、ご遠

慮下さい。 

*****************************************************************************************************    

第4回地域ケアシンポジウム ふれあいの居場所普及サミット in 東京申込書（10月16日締め切り） 

申込先 (財)さわやか福祉財団（ふれあいの居場所推進プロジェクト宛） 

※申し込みはファックス（03-5470-7755）、メール（ibasyo@sawayakazaidan.or.jp）にてお願いします。 

 

問合せ先 03-5470-7751（担当 鈴木さや香 井上達也） 

※ 参加証を郵送いたしますので当日ご持参ください。 

 

 団体名・勤務先名 
 

（フリガナ） 

 氏 名 

 

連絡先・住所 
〒 

電話番号・ファックス 電話           ファックス 

分科会の希望（○印） 
Ａ．孤独死対策としての居場所について  Ｂ．カフェタイプの居場所について 

Ｃ．大学との協働            Ｄ．行政や社協が支援するには 
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受付 

基調講演 

全国の居場所の実践例報告 

昼食・休憩 

パネルディスカッション 

 

 

会場移動・休憩 

分科会 

※希望のテーマを選択 

 

 

 

居場所見学についての連絡 

終了 

 

(財)さわやか福祉財団 理事長 堀田 力 

ふれあいの居場所プロジェクトリーダー 鶴山 芳子 

 

パネリスト 島津禮子さん 新部聖子さん 坂倉杏介さん  

      安藤頌子さん 

コーディネーター 堀田 力 

       

Ａ孤独死対策としての居場所について 

        （団地における見守りと居場所の取組み） 

Ｂカフェタイプの居場所について（カフェタイプの実践例） 

Ｃ大学との協働 （慶應義塾大学・大東文化大学の実践例）  

Ｄ行政や社協が支援するには（東京都武蔵野市・江東区の実践例）

※個別に実践者と相談し後日居場所の見学を実施します 

 


